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桜咲き　最も快い季節　長い間コロナ巣こもりで　ストレス満杯
一日も早く桜満開の中で　自然の空気を一杯吸って　楽しく話会える日が来ることを願う

大洋船具（株） 川辺 和洋
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■鉄道のある風景

■鉄道のある風景からのオモイデ写真館

■女性フォーラム静岡大会

■税に関する絵はがきコンクール 広島県連入賞作品

■令和3年度 租税教室全校開催

■パワハラ防止で企業価値高めよ

■税のコーナー

■法人会の税制改正に関する提言の主な実現事項

P11

P12

P12

P12

P13

P13

P13

P13

■社長に聞く

■ワイン研修会 Part19

■〈コラム〉「そうですねー」はそうじゃない

■出会いに感謝ー文化講演会を終えてー

■新会員ご紹介

■行事予定

■年会費口座振替のご案内

■編集後記

公益社団法人  尾道法人会 〒722-0035  尾道市土堂2丁目10番3号 尾道商工会議所ビル3階
TEL.（0848）24-5100　FAX.（0848）24-5101
E-mail:hojin-o@ono.ne.jp    URL http://www.onomichihojinkai.jp/



　

尾
道
町
内
に
敷
か
れ
た
鉄
路
は
、浄
土
寺
山（
瑠
璃
山
）、

西
國
寺
山（
愛
宕
山
）、千
光
寺
山（
大
宝
山
）か
ら
な
る
尾
道

三
山
の
山
裾
を
走
る
。

　

鉄
道
敷
設
で
、民
家
の
立
退
き
以
上
に
大
き
な
風
景
変
貌
を

も
た
ら
す
事
に
な
っ
た
の
が
社
寺
参
詣
道
の
分
断
だ
っ
た
。

　
こ
れ
に
該
当
し
た
参
詣
道
は
東
か
ら
浄
土
寺
、久
保
八
幡

神
社
、浄
泉
寺
、西
國
寺
、常
称
寺
、艮
神
社
、天
寧
寺
、信
行
寺
、

宝
土
寺
、光
明
寺
、持
光
寺
で
、中
で
も
八
幡
社
と
常
称
寺
は

境
内
地
を
貫
通
し
て
い
る
他
、信
行
寺
は
本
堂
の
移
設
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。

　

多
く
の
立
退
き
や
人
々
の
祈
り
の
道
や
空
間
を
劇
的
に
改
変

し
て
し
ま
う
鉄
道
敷
設
に
、当
時
の
尾
道
人
は
猛
反
対
し
た
。

　

敷
設
２
年
前
の
明
治
22
年（
１
８
８
９
）、尾
道
町
長（
市
制

施
行
以
前
で
尾
道
町
時
代
）の
副
申
書
も
添
え
ら
れ
て
鉄
道
の

市
街
地
通
過
を
反
対
す
る
嘆
願
書
が
県
知
事
へ
提
出
さ
れ
、町

長
も
反
対
側
の
立
場
に
あ
っ
た
。

　

反
対
の
声
が
渦
巻
く
中
、鉄
道
誘
致
は
次
な
る
新
時
代
へ
の

商
機
で
あ
り
、尾
道
の
行
く
末
に
と
って
逃
し
て
は
な
ら
な
い
と

推
進
し
た
の
が
経
済
界
だ
っ
た
。

　

推
進・反
対
と
町
を
二
分
し
た
鉄
道
を
め
ぐ
る
騒
動
は
日
増

し
に
苛
烈
を
極
め
て
ゆ
き
、推
進
派
議
員
宅
に
は
投
石
、落
書
き
、

果
て
は
身
の
危
険
を
警
告
す
る
脅
迫
ま
が
い
の
張
り
紙
ま
で

見
ら
れ
た
。

　

敷
設
者
で
あ
る
山
陽
鉄
道
会
社（
国
鉄
以
前
の
民
間
会
社
）

も
尾
道
市
街
地
通
過
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
も
想
定
し
、高
須・

西
藤
か
ら
三
成
へ
迂
回
し
、栗
原
か
ら
吉
和
へ
出
る
ル
ー
ト
が

描
か
れ
た
。そ
の
ル
ー
ト
で
見
る
尾
道
駅
は
新
浜
な
い
し
吉
和

南
部
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

巻頭
特集

◇
敷
設
以
前
の
風
景

◇
敷
設
を
め
ぐ
る
経
過

尾 

道 

新 

聞 

社 

嘱 

託
　
林
　
　
良 

司山波のカーブ。単線時代の大正期。

　

尾
道
旧
市
街
地
の
山
裾
を
走
る
山
陽
本
線
―
こ
の
鉄
道
の

走
る
風
景
が
、今
に
尾
道
ら
し
い
風
景
の一つ
を
形
成
し
、市
民

や
観
光
客
に
馴
染
み
親
し
ま
れ
る
も
の
に
な
って
い
る
。

　

し
か
し
そ
れ
以
前
の
風
景
に
暮
ら
し
た
人
々
に
と
っ
て
は
、

鉄
道
敷
設
の
時
は
衝
撃
的
な
風
景
変
貌
の
時
だ
っ
た
。

　

鉄
道
以
前
の
失
わ
れ
た
古
の
風
景
と
、そ
の
後
に
生
み
出
さ

れ
た
新
風
景
の
今
昔
を
辿
って
み
る
。

　

左
の
図
は
江
戸
時
代
後
期・文
政
４
年（
１
８
２
１
）の
尾
道

町
絵
図（
複
写
は
藤
井
吉
蔵
氏
に
よ
る
）で
、赤
い
ラ
イ
ン
が
鉄

路
の
敷
か
れ
る
お
よ
そ
の
位
置
関
係
を
示
す
。場
所
は
長
江
口

周
辺
で
、本
通
り
商
店
街
か
ら「
ヌ
リ
ヤ（
塗
屋
）小
路
」沿
い
に
、

艮
神
社
への
参
道
が
綺
麗
に
続
い
て
い
る
事
が
分
か
る
。

江戸時代後期の尾道町中心部の長江口界隈。鉄道・国道位置には家屋が密集する。

浄土寺参道石段には踏切が設けられ、踏切番の警手が配置された。明治～大正期の風景。

鉄
道
の
あ
る
風
景 

〜
失
わ
れ
た
古
の
風
景
と
生
ま
れ
た
新
風
景
〜



昭和32年（1957）、日暮兵士郎氏撮影（丸善製薬株式会社提供）。

　

現
代
尾
道
に
見
た
市
庁
舎
問
題
の
比
で
は
な
い
不
穏
な
空

気
を
充
満
さ
せ
た
鉄
道
敷
設
を
め
ぐ
る
経
過
に
、終
止
符
を

打
っ
た
の
は
経
済
界
と
宗
教
界
の
各
重
鎮
だ
っ
た
。

　

両
派
の
調
停
役
と
な
っ
た
の
は
経
済
界
か
ら
は
最
長
老
的
な

位
置
に
い
た
天
野
嘉
四
郎
翁（
尾
道
商
議
所
発
起
人
で
当
代

の
橋
本
家
当
主
の
後
見
も
務
め
た
）、宗
教
界
か
ら
は
西
國
寺

住
職
が
立
ち
、こ
の
二
人
の
奔
走
に
よ
り
市
街
地
へ
の
鉄
道
敷

設
を
認
め
る
事
が
決
し
た
。

　

同
じ
く
鉄
道
敷
設
に
大
揺
れ
し
た
岡
山
県
の
北
前
船
寄
港

の
港
町・玉
島
で
は
、反
対
で
通
し
た
結
果
、町
の
中
心
部
と
は

離
れ
た
位
置
に
玉
島
駅（
現
新
倉
敷
駅
）が
設
置
さ
れ
、あ
の

時
に
鉄
道
を
迎
え
て
い
れ
ば
…
と
悔
や
む
そ
の
後
を
見
た

（
反
面
で
古
い
港
町
の
風
情
は
温
存
さ
れ
て
い
る
）。

　

鉄
道
敷
設
か
ら
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
た
戦
後
、鉄
道
に

沿
っ
て
走
る
国
道
２
号
線
が
開
通
し
、鉄
道
と
国
道
に
よ
っ
て

南
北
に
区
切
ら
れ
た
今
に
見
る
風
景
が
形
成
さ
れ
る
。

　

南
北
に
区
切
ら
れ
た
鉄
路
を
ま
た
ぐ
も
の
と
し
て
、踏
切
が

各
所
に
設
け
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、浄
土
寺
下
踏
切
か
ら
駅
前
の

第
一
踏
切
ま
で
そ
の
数
実
に
12
ヵ
所
に
も
及
ん
で
お
り（
消
え

た
踏
切
も
含
む
）、「
踏
切
の
街
」と
い
う
異
名
を
持
つ
事
に
も

な
っ
た
。

　

昭
和
20
年
代
後
半
〜
30
年
代
の
地
元
紙
報
道
に
は
、【「
踏

切
の
街
」解
消
に
五
百
万
円
負
担
が
い
る　

痛
し
か
ゆ
し
の

尾
道
市
】と
いっ
た
頭
を
悩
ま
す
踏
切
問
題
が
頻
出
し
て
い
る
。

　

同
見
出
し
の
記
事
に
よ
れ
ば
、市
内
に
72
ヵ
所
も
の
鉄
道

踏
切
が
あ
っ
て
幾
多
の
犠
牲
者
が
発
生
し
て
莫
大
な
損
害
を

被
っ
て
い
る
と
し
、安
全
対
策
等
で
こ
れ
を
改
良
す
る
場
合
、

尾
道
市
の
半
額
負
担
金
が
五
百
万
円（
昭
和
27
年
の
大
卒
初

任
給
一
万
円
程
）か
か
り
、議
会
で
も「
中
々
容
易
な
ら
ぬ
事
」

と
難
儀
を
し
て
い
る
事
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
時
代
毎
に
揺
れ
動
き
な
が
ら
も
、鉄
道
の
あ
る

風
景
は
落
ち
着
い
た
風
景
へ
と
落
着
し
て
ゆ
き
、尾
道
水
道
を

行
き
交
う
渡
船
と
並
び
、尾
道
風
景
と
し
て
馴
染
む
も
の
と

な
っ
た
。

　

小
津
安
二
郎
の
映
画「
東
京
物
語
」で
も
、そ
の
風
景
が
印

象
的
な
ワ
ン
シ
ー
ン
に
切
り
撮
ら
れ
て
い
る
。

　
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
浄
土
寺
付
近
を
走
り
抜
け
る
蒸
気
機
関

車
が
そ
れ
で
、そ
の
昔
の
尾
道
名
所
絵
葉
書
に
も
同
様
な
構
図

が
多
々
見
ら
れ
る
。

　
こ
こ
に
掲
載
す
る
写
真
も
小
津
や
絵
葉
書
の
そ
れ
を
想
起

さ
せ
る
一
枚
に
な
る
が
、撮
影
者
は
尾
道
風
景
を
愛
し
、守
り

伝
え
る
事
に
物
心
両
面
で
意
を
注
が
れ
た
故・日
暮
兵
士
郎
翁

で
あ
る
。

◇
戦
後
の
風
景
の
中
で

大正期の尾道駅ホーム。地下道以前の連絡歩道橋が見える。

山陽日日新聞　昭和27年7月30日付掲載記事より。



　尾道旧市街の中心地・長江口のモノクロ風景。カーブを通過する電車は、名古屋～博多間を走った急行
電車の「はやとも」。撮影されたのは今から52年前の昭和40年（1965）の秋―この年の尾道は、尾道バイパス
と尾道大橋がそれぞれ起工し（完成開通は前者が昭和44年、後者は同43年）、尾道青年会議所による「文学
のこみち」が完成、本通り商店街ではアーケードがお目見えするなどした年でした。
　国道2号線沿いを見ると、ロープウェイ乗り場入口辺りの交差点上には、「東芝モートル」（モートルは電気
モーター）の看板が掲げられ、後に設置される歩道橋はまだ見られません。
　現在の長江口ゆとりの広場の位置に建つ大きな建物は尾道消防署の元町分署で、屋上には火の見櫓が
ありました。元町分署は平成以降に市役所前へ移り、現在は新浜所在の西消防署へと転じています。
　その元町分署の南に見える更に大きな建物は、位置関係から中国銀行尾道支店のようで、その後背に見え
るこんもりとした山は向島兼吉の山で、山上にはお酒の銘柄「千福」とおぼしき野立ての看板が見えます。
　ゆとりの広場北側の観光バス駐車場のその昔は児童公園になり、隣接して長江口派出所（交番）がありま
したが、箱型の派出所建物と公園の植栽が写真に見え、公園から道路を挟んだ西側を拡大して見ると、タクシ
ーの待機車庫があった事が分かります。
　公園周りは駅前同様ガラリと変貌した感がありますが、東側の国道添いに並ぶ家並みにあっては、ほぼ変わ
らない風景を今も留めています。

長江口のカーブを通過する急行電車長江口のカーブを通過する急行電車
昭和40（1965）年11月10日　〈土本壽美 撮影〉

鉄道のある風景からのオモイデ写真館
鉄道のある風景からのオモイデ写真館





租
税
教
室
全
校
開
催

令
和
3
年
度

【令和3年度 租税教室開催一覧表】

尾道市立因島南小学校 R3.4.23 59 星野　光男

尾道市立瀬戸田小学校 R3.5.6 54 星野　光男

尾道市立山波小学校 R3.5.7 26 池田　憲泰

尾道市立御調中央小学校 R3.5.7 41 土山八重子

尾道市立向島中央小学校 R3.5.11 60 岸上　幸由
池田　憲泰

尾道市立土堂小学校 R3.5.17 46 池田　憲泰

尾道市立御調西小学校 R3.5.17 13 土山八重子

尾道市立吉和小学校 R3.6.3 47 山本　浩矢

尾道市立日比崎小学校 R3.6.18 83 槇原　　勝

尾道市立西藤小学校 R3.6.18 30 高橋　武也

世羅町立甲山小学校 R3.6.21 27 佐々木智朗

尾道市立美木原小学校 R3.6.28 19 佐藤　敏章

尾道市立高見小学校 R3.6.30 9 高橋　武也

尾道市立重井小学校 R3.7.2 16 星野　光男

世羅町立世羅小学校 R3.7.12 60 佐々木智朗

世羅町立せらにし小学校 R3.7.15 18 井上　陽光

尾道市立長江小学校 R3.7.16 26 岸上　幸由

尾道市立栗原小学校 R3.7.19 91 宇根本　茂

尾道市立三成小学校 R3.7.19 41 槇原　　勝

尾道市立向東小学校 R3.10.22 60 柿本　和彦

尾道市立百島小学校 R4.1.26 2 宇根本　茂

尾道市立因北小学校 R3.7.2 64 星野　光男
柏原　秀幸

779名合　計

学校名 開催日 児童数 担当部員

　

青
年
部
会
に
よ
る
令
和
3
年
度「
租
税

教
室
」が
各
地
で
行
わ
れ
1
月
26
日
の
尾
道

市
立
百
島
小
学
校
で
最
終
の
授
業
を
行
い
、

尾
道
市
と
世
羅
町
の
公
立
小
学
校
28
校
中　

22
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

小
学
６
年
生
を
対
象
に
し
た「
租
税
教

室
」は
、平
成
17
年
か
ら
尾
道
市・世
羅
町
内

５
校
で
始
ま
り
本
年
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

児
童
の
税
の
学
習
時
期
が
早
ま
り
新
学

期
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
多
く
の
学
校
か
ら
、

依
頼
が
あ
り
夏
休
み
ま
で
に
20
校
で
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

児
童
を
一
堂
に
会
し
て
の
授
業
が
困
難
な

た
め
、ク
ラ
ス
別
で
授
業
を
実
施
し
、各
部

会
員
も
体
調
管
理
を
徹
底
す
る
な
ど
コ
ロ

ナ
禍
で
の
租
税
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
学
期
に
も
開
催
希
望
が
数
校
あ
り
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、年
明
け
早
々

の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
処
置
の
適
用
で
小

規
模
校
で
あ
る
百
島
小
学
校
１
校
の
み
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
的
に
開
催
で
き
な
か
っ
た
学
校
も
、

開
催
に
向
け
て
児
童
の
健
康
管
理
や
各
種

行
事
等
で
忙
し
い
中
、調
整
し
て
い
た
だ
い

た
学
校
関
係
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

1
時
限
45
分
間
の
短
い
時
間
で
は
あ
り

ま
す
が
、こ
の
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、児
童

に
は
皆
で
助
け
合
う
こ
と
の
大
事
さ
を
よ
り

伝
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。



パワハラ防止で企業価値高めよ
日刊工業新聞社　岡田直樹

【筆者紹介】岡田直樹（おかだ・なおき）
　　　　　１９８４年、日刊工業新聞社入社。記者として、金融・電機・情報通信などの産業界、総務省・経済産業省・内閣府等
　　　　　の官庁を担当。論説委員、論説委員長、日刊工業産業研究所長を経て、特別論説委員。

　２０２２年４月１日から中小企業でもパワーハラスメント対策が義務化された。大企業は２０２０年６月に施行済みだが、

同様のルールが中小企業にも適用されることとなった。パワハラは行為者の問題として対処されやすいが、繰り返される

職場では組織の体質に原因がありそうだ。中小企業ではトップの姿勢が決め手になる。義務化を企業価値向上のチャ

ンスととらえ、体制づくりを急ぎたい。　

　改正労働施策総合推進法ではパワハラを「優越的な関係を背景とした言動であって、業務上必要かつ相当な範囲

を超えたものにより、労働者の就業環境が害されるもの」と定義している。たたく、殴る、蹴るなどの暴力行為は言うに及

ばず、部下を同僚の前で叱責したり、就業時間外に飲食を強要したりするなど、精神的な苦痛を与えるケースも該当する。　

　必要な対策を講じなかった企業に対しての具体的な罰則規定はないが、問題発生時のリスクを甘く見てはいけない。

法律に違反した企業は、厚生労働省による助言・指導・勧告の対象になり、改善が認めらない場合は社名を公表される

こともある。従業員のうつ病や自殺の原因になり、インターネットを通じて悪評が広がれば、企業の信用力は低下し、採用

や業績に影響しかねない。

　厚生労働省が２０２０年１０月に実施した「職場のハラスメントに関する実態調査」によると、過去３年間にパワハラを

受けたことがあると回答した労働者は３割を超える。内容は「精神的な攻撃」（４９．４％）が最も多く、「過大な要求」（３３．

３％）、「個の侵害」（２４．０％）、「過小な要求」（２１．２％）などが上位を占める。　　　　

　中小企業は義務化により、パワハラを行ってはならない旨を方針に明記し、行為者は懲戒処分になることを就業規則

に定め、従業員に周知しなければならない。あわせて、従業員が相談しやすい窓口を設置して事実関係の迅速な把握

に努め、行為が確認できた場合は被害者と行為者に適正な措置を講じる。また当事者が不当な扱いを受けないよう

プライバシー保護を徹底する必要がある。

　パワハラ対策に過敏になるあまり、必要な注意や指導を避けるようになり、人材育成が手薄になってはいけない。上司

が部下を叱る場合も、事柄の性質や互いの信頼関係によってはパワハラに該当しない。建設現場で工具を階下に落と

した部下を厳しく叱りつけるのは「ヒヤリ・ハット」を防ぎ、重大事故の芽を摘むうえで重要なことだ。ただし「いつも、おまえ

はそうなんだから！」といった人格を否定するような叱り方は好ましくない。人権侵害になるだけでなく、職場の士気を低下

させてしまう恐れがある。

　中小企業にありがちな問題もある。「社長が行為者になっている場合、本人はパワハラとの自覚がなく、誰もブレーキを

かけられない」と、企業のコンプライアンス（法令遵守）に詳しい弁護士は指摘する。社長は「自分に限って…」との先入

観にとらわれず、自身の評価について従業員の声に耳を傾ける余裕を持ちたい。

　新型コロナ感染症が落ち着いて景気が回復に向かえば、採用環境は再び「売り手市場」の傾向が強まり、雇用の流

動化が進む可能性は高い。中小企業が多い小売、建設、製造、運輸などの業種では若手の取り合いになることが予想

される。少子高齢化を背景に労働力人口の減少が続き、給与水準の引き上げがなかなか難しい中で、パワハラ対策は

人材の獲得や定着に欠かせない時代になった。企業の持続可能性を担保するための経営戦略と認識しておく必要が

ある。





税の
コーナ

ー



法人会の税制改正に関する提言の主な実現事項

［法人課税］

　令和４年度税制改正では、成長と分配の好循環の実現に向けて、多様なステークホルダーに配慮した経営と積極的な
賃上げを促す観点から賃上げに係る税制措置が抜本的に強化されるとともに、スタートアップと既存企業の協働によるオー
プンイノベーションを更に促進するための措置が講じられました。また、カーボンニュートラルの実現に向けた観点等を踏まえ、
住宅ローン控除等が見直されました。加えて、景気回復に万全を期すため、土地に係る固定資産税等の負担調整措置に
ついて、激変緩和の観点から所要の措置が講じられました（令和４年度税制改正大綱より）。
　法人会では、昨年９月に「令和４年度税制改正に関する提言」を取りまとめ、その後、政府・政党・地方自治体等に提言活
動を積極的に行ってまいりました。今回の改正では、相続税・贈与税の納税猶予制度の特例承継計画の提出期限延長、中小
企業向け税制措置の適用期限延長等、法人会の提言事項の一部が盛り込まれ、以下のとおり実現する運びとなりました。

１．少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例
法人会提言

・少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例措置については、
 損金算入額の上限（合計３００万円）を撤廃し全額を損金算入とする。
 なお、それが直ちに困難な場合は、令和４年３月末日までとなって
 いる特例措置の適用期限を延長する。

・中小企業者等の少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例
 について、対象資産から貸付け（主要な事業として行われるもの
 を除く）の用に供した資産を除外した上で、その適用期限が２年
 延長されました。

改正の概要

［事業承継税制］
１．相続税、贈与税の納税猶予制度

法人会提言
・新型コロナの影響により事業承継の時期を延期せざるを得ないケース
 もあることから、特例承継計画の提出期限（令和５年３月末日）および
 特例措置の適用期限（令和９年１２月末日）を延長すべきである。

・非上場株式等に係る相続税・贈与税の納税猶予制度について、
 特例承継計画の提出期限が１年延長（令和６年３月末日まで）され
 ました。

改正の概要

［地方税］
１．固定資産税の抜本的見直し

法人会提言
・令和３年の全国の公示価格は、コロナの影響等により６年ぶりに下落
 した。こうした事態を受けて令和３年度税制改正においては、固定
 資産税の税額が増加する土地について前年度の課税標準額に据え
 置く措置が講じられた。令和４年度においてもコロナ禍の影響は
 まだ残るとみられており、令和３年度改正と同様の措置が必要で
 ある。さらに、都市計画税と合せて評価方法および課税方式を抜本
 的に見直すべきである。

・土地に係る固定資産税の負担調整措置について、令和４年度に
 限り、商業地等（負担水準が６０％未満の土地に限る）に係る課税
 標準額の上昇幅を、評価額の２．５％（改正前：５％）とする措置が
 講じられます（都市計画税についても同様）。

改正の概要

［その他］
１．地方のあり方

法人会提言
・地方創生では、さらなる税制上の施策による本社機能移転の促進、
 地元の特性に根差した技術の活用、地元大学との連携などによる
 技術集積づくりや人材育成等、実効性のある改革を大胆に行う必要
 がある。

・地方拠点強化税制の適用期限が２年延長されるとともに、感染症
 の影響によるビジネス環境や企業動向の変化等を踏まえた適用
 要件の緩和等が行われました。

改正の概要

2．交際費課税
法人会提言

・交際費課税の特例措置については、適用期限が令和４年３月末日
 までとなっていることから、その延長を求める。

・中小法人の交際費課税の特例措置（定額控除限度額８００万円まで
 損金算入可）の適用期限が２年延長されました。  
 また、交際費等のうち接待飲食費の５０％までを損金算入できる
 特例措置（資本金の額等が１００億円以下の大法人も適用可）に
 ついても、適用期限が２年延長されました（中小法人の交際費課税
 の特例措置との選択適用）。

改正の概要



社長に聞く

「カッコいい」
　　  企業でありたい

Vol.150

社 長  寺本  吉孝さん
株式会社 寺本鉄工所

　

今
回
は
昭
和
9
年
か
ら
続
く
、造
船
関
連

部
品
製
造
の
老
舗
、㈱
寺
本
鉄
工
所
の
寺
本

社
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。現
在
54
歳
、福
山

の
英
数
学
館
中・高
等
学
校
の一
期
生
で
す
。

大
学
は
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に

あ
る
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
州
立
大
を
卒
業
さ
れ
、

25
歳
で
帰
国
し
入
社
さ
れ
て
い
ま
す
。三
代

目
社
長
と
な
る
そ
う
で
、祖
業
と
し
て
は

瀬
戸
田
で
鍛
冶
屋
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お

ら
れ
、1
1
7
年
前
に
な
り
ま
す
。寺
本
社

長
は
学
生
時
代
か
ら
野
球
部
に
所
属
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
現
在
は
ゴ
ル
フ
が
ご

趣
味
で
す
が
、以
前
は
マ
ラ
ソ
ン
を
か
な
り

本
格
的
に
さ
れ
て
お
り
各
地
の
有
名
な
マ
ラ

ソ
ン
大
会
に
も
参
加
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

昨
年
前
社
長
で
あ
る
ご
尊
父
が
他
界
さ

れ
歴
史
あ
る
企
業
の
後
継
と
し
て
よ
り
一
層

そ
の
重
責
を
実
感
す
る
毎
日
の
よ
う
で
す
。

ご
子
息
も
昨
年
か
ら
入
社
さ
れ
後
継
者
候
補

と
し
て
社
長
を
支
え
つ
つ
修
行
中
だ
そ
う

で
す
。も
の
づ
く
り
の
会
社
と
し
て
、創
造
理

念
3
カ
条
を
掲
げ
て
お
ら
れ
、も
の
づ
く
り
で

「
誇
り
」と「
感
動
」と「
元
気
」を
も
っ
て

も
ら
え
る「
カ
ッ
コ
い
い
」企
業
で
あ
り
た
い

と
謳
わ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。一
般
の
方
に
は

な
じ
み
の
う
す
い「
鉄
工
所
」で
す
が
、そ
こ
で

働
く
鉄
工
マ
ン
が
誇
り
を
持
っ
て
働
け
る
企

業
と
製
品
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
技
術
力
に
は
早
く
か
ら
定
評
が
あ
り
、

昭
和
31
年
に
は
運
輸
大
臣
か
ら
造
船
関
連
部

品
の
製
造
に
お
い
て
日
本
工
業
規
格（
J
I
S

規
格
）表
示
許
可
工
場
に
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。尾
道
だ
け
で
な
く
日
本
の
造
船
業
界
を

支
え
て
こ
ら
れ
た
技
術
力
に
は
自
信
と
誇
り

を
も
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。主
力
製
品
と
し
て

は
大
型
船
の
デ
ッ
キ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ク
レ

ー
ン
及
び
そ
の
部
品
だ
そ
う
で
す
。建
築

関
係
で
は
、尾
道
市
の
備
後
運
動
公
園
に

あ
る
陸
上
競
技
場
や
福
山
市
民
球
場
の
照

明
塔
な
ど
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
か
け
る
夢
」

　

海
に
囲
ま
れ
た
日
本
で
は
発
電
能
力
の

規
模
や
安
定
性
か
ら
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
中
で
も
洋
上
風
力
発
電
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。他
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
比

べ
て
日
本
に
お
け
る
洋
上
風
力
発
電
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
は
高
い
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
風
車
の
基
礎
部
分
を
海
底
に
固
定
す
る

「
着
床
式
」と
呼
ば
れ
る
工
事
は
S
E
P
船

と
呼
ば
れ
る
作
業
船
を
使
っ
て
建
設
さ
れ
る

そ
う
で
す
が
、そ
の
作
業
船
で
使
用
さ
れ
る

ジ
ャッ
キ
ア
ッ
プ
装
置
を
自
社
で
開
発
し
大
手

建
設
会
社
、造
船
所
等
に
納
入
す
べ
く
営
業

活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。長
年
培
っ
て

こ
ら
れ
た
造
船
及
び
関
連
機
器
の
高
い
技
術

力
を
生
か
し
独
自
に
開
発
さ
れ
た
も
の
だ

そ
う
で
す
。

　

燃
料
や
排
気
ガ
ス
を
低
減
す
る
革
新
的
な

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
開
発
に
も
関

連
企
業
と
共
同
で
研
究・開
発
を
続
け
て
お

ら
れ
ま
す
。風
力
や
太
陽
光
を
利
用
し
た
大

型
船
の
航
行
に
む
け
た
研
究
開
発
も
今
後
の

造
船
業
界
の
ト
レ
ン
ド
を
見
な
が
ら
早
く
か

ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
の
方
針
と
し
て
も
、再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

主
力
電
源
化
す
る
切
り
札
と
し
て
と
ら
え
ら

れ
て
い
る
の
が
洋
上
風
力
発
電
で
す
。日
本

は
欧
米
各
国
に
比
べ
て
洋
上
風
力
発
電
が

ま
だ
普
及
し
て
お
ら
ず
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

で一段
と
重
要
性
が
増
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
の
観
点
か
ら
も
普
及
が
急
が
れ
る
分
野

で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
、

開
発
に
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　「
ト
レ
ン
ド
」を
つ
か
む

　

先
端
技
術
と
伝
統
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ピ
リ

ッ
ト
で
、メ
ー
カ
ー
か
ら
総
合
プ
ラ
ン
ト
企
業
へ

と
会
社
の
進
む
方
向
を
示
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
の
発
想
を
持
っ
た
鉄
鋼
加
工
技
術

の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
、未
来
へ
の
大

き
な
流
れ
を
つ
か
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

長
者
ヶ
原
工
場
内
に「
尾
道
M
a
r
i
n
e  

T
e
c
h  

T
e
s
t  

C
e
n
t
e
r
」を
開
設

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
大
手
の
古
河
電
池
㈱

な
ど
と
共
同
で
設
立
し
た
も
の
で
、船
舶
・

海
洋
・
風
力
発
電
等
の
新
技
術
の
開
発
、テ

ス
ト
、評
価
、デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

支
援
す
る
た
め
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。海
運

業
が
将
来
的
に
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
行

す
る
こ
と
へ
の
研
究・開
発・支
援
を
目
的
と

し
て
い
る
そ
う
で
す
。世
界
各
国
が
争
っ
て

脱
炭
素
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

に
向
か
っ
て
進
む
現
在
、そ
の
流
れ
に
沿
っ
て

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
、E
C
O
の
分
野
で

は
欧
米
に
向
け
て
の
受
注
・
営
業
活
動
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

造
船
関
連
製
品
に
お
い
て
技
術
革
新
へ

の
長
い
歴
史
を
持
つ
会
社
と
し
て
今
後
は
造

船
関
連
に
と
ど
ま
ら
ず
、さ
ら
に
は
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
の
技
術
を
磨
き
業
界

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
𠮷
田
大
造
）
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研
修
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出
会
い
に
感
謝 

ー
文
化
講
演
会
を
終
え
て
ー

「
そ
う
で
す
ね
ー
」は
そ
う
じ
ゃ
な
い

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
　
藤
木
順
平

【
筆
者
紹
介
】藤
木
順
平（
ふ
じ
き
・
じ
ゅ
ん
ぺ
い
）

　
　
　
　
　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
。

　
　
　
　
　
日
本
笑
い
学
会
会
員
。

  

去
る
3
月
10
日（
木
）、尾
道
国
際
ホ
テ
ル
に
お
い
て
ソ
ム
リ
エ

の
佐
藤
公
治
氏
を
お
迎
え
し
て
ワ
イ
ン
研
修
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。広
島
県
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
に
よ
り
2
月
の

予
定
を
1
ヵ
月
伸
ば
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、席
を
ス
ク
ー
ル
形
式
に
間

隔
に
は
シ
ー
ル
ド
を
立
て
、ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
を
写
真
資
料
に
す
る

な
ど
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、フ
ラ
ン
ス
の
G
H 

M
U
M
M（
マ
ム
）の
シ
ャ
ン
パ

ー
ニュ
か
ら
始
ま
り
、シ
ャ
ン
パ
ー
ニュに
関
す
る
基
礎
知
識
か
ら
、

マ
ム
が
画
家
の
藤
田
嗣
治
氏
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
、フ
ジ
タ
礼
拝
堂
は
敷
地
内
に
あ
る
こ
と
や
藤
田
の
人
生

を
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
交
え
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
ワ
イ
ン
に
つい
て
ぶ
ど
う
の
品
種
や
産
地
に
よ
る
違
い
を
は

じ
め
、味
の
違
い
に
よって
飲
む
と
き
に
冷
や
し
て
お
い
た
ほ
う
が

良
い
も
の
と
、常
温
に
近
い
状
態
の
飲
ん
だ
方
が
良
い
も
の
を
飲

み
比
べ
な
が
ら
、ワ
イ
ン
の
奥
深
さ
や
面
白
さ
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
た
ち
が
普
段
、何
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く
お
店
で
楽
し
ん
で
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
イ
ン
も
特
徴
を
分
かっ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
え
で
提
供
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
を
知
り
、家
で
の
飲
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方
も
変
わ
る
こ
と
と
思
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
ワ
イ
ン
に
話
が
進
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ザ
ー
ト
ワ
イ
ン
が
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
に
は
、す
っ
か
り
良
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

感
じ
に
な
り
、来
年
も
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鮮
な
気
持
ち
で
話
が
聞
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
な
ぁ
と
感
じ
た
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
サ
ヘル・ロ
ー
ズ
氏
を
お
招
き
し
て
文
化
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。サ
ヘル
さ
ん
の
戦
争
孤
児
と
し
て
の
経
験
や

日
本
で
の
義
母
と
の
生
活
そ
し
て
、現
在
の
活
動
な
ど
多
く
の

こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、そ
れ
で
い
て
楽
し
い
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
に
際
し
て
、本
会
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
携
わ
っ
た

㈱
オ
ク
モ
ト
の
奥
本
浩
之
社
長
は
、サ
ヘ
ル
さ
ん
を
送
迎
し
た

車
の
中
や
講
演
後
の
食
事
を
共
に
し
た
短
い
時
間
で
、日
本
全
国

で
児
童
養
護
施
設
を
支
援
し
て
お
り
、常
に
運
営
に
苦
労
し
て

い
る
と
聞
き
早
速
、お
米
を
送
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

お
米
を
受
け
取
っ
た
各
施
設
か
ら
、そ
し
て
サ
ヘル
さ
ん
か
ら

も
お
礼
の
お
手
紙
が
届
い
て
い
ま
し
た
。

　
「
本
当
に
数
時
間
の
出
会
い
で
私
の
願
い
と
言
葉
に
耳
を

傾
け
て
く
だ
さ
り
、信
じ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
、す
っご
く
嬉
し
く

感
じ
て
い
ま
す
」と
あ
り
児
童
養
護
施
設
への
支
援
が
少
な
く
な

って
い
る
現
状
で
の
支
援
に
感
謝
の
言
葉
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

恥
ず
か
し
が
り
屋
の
奥
本
さ
ん
か
ら
は
、宣
伝
み
た
い
で
嫌
だ

と
言
って
断
ら
れ
た
の
で
す
が
、頼
み
込
ん
で
掲
載
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。今
後
も
折
を
見
て
継
続
的
に
支
援
を
続
け
て
い

き
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。心
を
動
か
さ
れ
る
話
を
聞
い
た

と
き
に
、す
ぐ
に
行
動
で
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
出
来

こ
と
で
し
た
。

　

新
庄
剛
志
監
督（
北
海
道
日
本
ハム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）の
誕
生
は

さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
提
供
し
た
。開
口一
番
、「
ビ
ッ
グ
ボ
ス
」と

呼
ん
で
く
れ
、「
優
勝
は
目
指
さ
な
い
」と
言
っ
た
り
、派
手
に
登

場
し
た
り
、風
変
わ
り
な
練
習
法
な
ど
、そ
の
言
動
に
は
賛
否

両
論
な
の
で
あ
る
。

　
テ
レ
ビ
で
イ
ン
タ
ビュー
を
受
け
る
多
く
の
選
手
が「
そ
う
で
す

ね
ー
」か
ら
始
め
る
の
を
お
気
づ
き
か
？ 

新
庄
監
督
は
そ
れ
を

禁
止
し
た
。「
思
っ
た
こ
と
を
素
直
に
話
せ
ば
いい
だ
け
。いい
こ
と

を
し
ゃべ
ろ
う
と
思
う
な
」と
。

　

大
賛
成
で
あ
る
。以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
。選
手
に
と
っ

て
は〝
相
づ
ち
〞の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
け
ど
、聞
か
れ
る
た
び
に

「
そ
う
で
す
ね
ー
」は
、頭
が
悪
い
の
か
と
も
思
っ
て
し
ま
う

（
ゴ
メ
ン
！
言
い
過
ぎ
た
）。

　
テ
レ
ビ
で
気
に
な
る
言
葉
は
ま
だ
あ
る
。若
き
ア
イ
ド
ル
た
ち

の
ほ
と
ん
ど
が
自
分
の
両
親
の
こ
と
を「
お
父
さ
ん
」「
お
母

さ
ん
」と
言
う
。な
か
に
は
イ
ン
テ
リ
ぽ
い
タ
レ
ン
ト
や
芸
人
も

「
お
母
さ
ん
」と
く
る
か
ら
ガ
ッ
カ
リ
だ
。

　
こ
う
い
う
場
合
は「
父
」「
母
」と
言
う
こ
と
は
小
中
学
校
で

習
う
は
ず
。忘
れ
て
い
た
の
な
ら
所
属
の
事
務
所
や
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
教
育
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
５
月
８
日
は「
母
の
日
」。決
し
て「
お
母
さ
ん
の
日
」じ
ゃ
な
い

の
だ
よ
。

コラム



行　　事　　名曜日日月 場　所

5月
12 木

第1回総務委員会 尾道商工会議所ビル 301号室

19 木 第1回理事会 尾道国際ホテル

2 木 県法連 第1回税制委員会 センチュリー21広島

6 月 第11回通常総会 尾道国際ホテル

28 火 県法連 第10回通常総会 リーガロイヤルホテル広島

12 火 県法連 第1回研修委員会

19 火 県法連 第1回広報委員会

28 木

9 火

13 火

県法連 第1回総務委員会

県法連 第1回組織委員会

中法連 定期総会 ANAクラウンプラザホテル広島

18 水

監査会 尾道法人会事務局

県法連 理事会

　尾道法人会では、会費の納入は口座振替をお勧めしております。
　現在、お振込みにて会費の納入をされている会員さま、振込手数料のかからない口座振替への切り替えを
ご検討ください。ご指定の銀行口座より自動引落しができます。金融機関へ行く手間がなく、事務処理上も
スムーズに処理ができ手数料もかかりません。
　お申込み方法は「預金口座振替依頼書」を尾道法人会のホームページからダウンロードしていただき、ご記入・
捺印後に事務局へ郵送ください。口座照合は当方にて行います。
　また、事務局（℡0848-24-5100）へご連絡いただきましたら必要書類一式を郵送することも可能です。
その他ご不明な点がございましたらお気軽にお問い合わせください。この機会にぜひお切替えをお願いします。

ANAクラウンプラザホテル広島

編
集
後
記

6月

9月
8月

7月

支　部 法　　人　　名 所　　在　　地

令和4年３月３１日現在　会員数1,760社

（株）ケービル 福山市松永町4丁目9-9尾道東 建設業・不動産・宿泊業

業　種

※令和4年3月31日現在の予定につき、日程等変更となる場合がございます。

年会費口座振替のご案内年会費口座振替のご案内

　
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
て
２
年
が
経

ち
ま
し
た
。

　

大
な
り
小
な
り
、皆
さ
ん
影
響

を
受
け
て
苦
労
さ
れ
て
る
と
思
い

ま
す
。

　

個
人
的
に
一つ
良
かった
の
は
、キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
が
進
ん
だ
点
で
す
。

　

職
業
柄（
自
動
車
屋
）色
々
な
車

を
と
っ
か
え
ひ
っ
か
え
一
日
中
乗
る

の
で
、持
ち
物
は
最
小
限
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
年
で
財
布
か
ら
無
く
せ
た

の
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
ク
レ
ジ
ッ

ト
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
系
の
銀
行
を
中
心
に
、ス
マ

ホ
が
あ
れ
ば
キ
ャッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
無

く
て
も
コ
ン
ビ
ニ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
お
金
が

下
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

支
払
い
も
Ｑ
Ｒ
決
済
や
電
子
マ
ネ

ー
決
済
が
か
な
り
色
々
な
お
店
で
対

応
し
て
き
て
、ク
レ
ジ
ッ
ト
の
現
物

カ
ー
ド
を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

残
る
は
、少
額
の
現
金
と
免
許
証

と
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
。

　

究
極
的
に
は
財
布
も
持
た
ず
に

ス
マ
ホ
の
み
に
な
れ
ば
良
い
な
と
思

っ
て
ま
す
。　
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